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(論文審査の要旨)  
 学士（美学），修士（美学），修士（工学）の高倉 優理子君が提出した学位請求論文は，「A Visual 
Analysis Methodology for Music Compositional Processes with Sound Resynthesis（音響分析・合成を伴
う作曲過程の視覚解析方法論）」と題し，全 6 章より構成されている． 
 コンピュータ技術の発達に伴い，作曲家は自身の創作過程にコンピュータを使用するようになっ
た．コンピュータ技術は多様な音楽上の表現を可能にし，また作曲家の創作における行動をも変化
させた．先行研究では，コンピュータ音楽の創作において，作曲家が紙上にスケッチや楽譜を作成
しない場合があり得ることから，紙資料のみによる作曲過程の分析が困難となる可能性が指摘され
ている．多くの作曲技法のなかで，音響分析・合成は新しい音色を創り出すための基本的なプロセ
スの一つである．本論文では，この音響分析・合成過程を“リシンセシス（resynthesis）”とよび，
その過程を含む創作プロセスを対象として行われた研究を取り纏めている． 
第 1 章では，コンピュータを用いた音楽創作の現状および音楽学分野で従来行われてきた研究
の状況を俯瞰し，コンピュータ音楽の創作過程を研究する際の課題が指摘されている．さらにこれ
らの背景をふまえて本研究の研究領域を決定し，スケッチ分析と視覚解析の 2 種類のアプローチ
を組み合わせて，リシンセシスを伴う作曲過程を分析する視覚解析方法論を提案することを本研究
の主目的として定めている． 
第 2 章では，本研究が音楽学研究，音楽可視化，および出自可視化という 3 領域に跨がる性格
を述べたうえで，各々の領域における関連研究についてまとめ，各領域の従来研究と比較した本研
究の新規性を明らかにしている． 
第 3 章では，黛 敏郎（1929～1997）が梵鐘音の音響分析結果をもとに作曲した 2 つの代表的
な交響曲である《涅槃交響曲》（1958）と《曼荼羅交響曲》（1960）の主要和音の成立過程をスケ
ッチの分析によって明らかにしている．論文内では，本研究における調査を通じて発見された黛の
自筆スケッチである「Campanology 資料」を用いてこれらの和音の成立過程が詳細に示されてお
り，両作品間の関係を明確にしたうえで，スケッチ研究に関する可能性と限界を指摘している． 
第 4章では，音楽の作曲過程を視覚解析するためのSpectrailというシステムが提案されている．
本システムでは，リシンセシスを目的としたソフトウェアである AudioSculpt から作曲過程に関
するデータを取得し，創作過程研究の目的および Shneiderman の提唱した TTT（Type-by-Task 
Taxonomy）に基づいて設計された画素指向空間基盤上の専用対話操作群によって作曲の過程を視
覚的に分析することを可能にしている． 
第 5 章では，その Spectrail の評価実験として，フランス国立音響音楽研究所（IRCAM）で研
修を受けた 4 人の作曲家から提供された作品の創作過程を同システムによって視覚解析し，さら
に作曲家へのインタビューを行った結果が示されている．本評価実験によって，Spectrail が紙資
料のスケッチを用いることなく創作過程を視覚解析することを可能としたことが実証され，作曲家
および研究者のいずれの立場においても提案手法の有用性が示されている． 
第 6 章では，本研究を総括したうえで，実際の作曲を扱う際の課題をふまえた本研究の今後の
可能性に言及している． 
以上要するに，提案した視覚解析とスケッチ研究を組み合わせる方法論がコンピュータを用いて
作曲された作品における創作過程を包括的に分析できるという点において工学的に寄与するとこ
ろが少なくない． 
よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員全員で試問を行
い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学(英語)についても十分な学力を有することを確認した． 
 
